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集団的自衛権はなぜ違憲なのか
木村草太 著

ご担当　　　　　　様

集団的自衛権はなぜ違憲なのか

木村草太（きむら・そうた）
1980 年生まれ。憲法学者。首都大学東京法学系准教授。東京大学法学部卒業。同助手を経て
現職。著書に『キヨミズ准教授の法学入門』（星海社新書）、『憲法の急所―権利論を組み立てる』
（羽鳥書店）、『憲法の創造力』『憲法の条件―戦後 70年から考える』（NHK出版新書）などがある。

武器としての憲法学！

■I部
なぜ憲法学は集団的自衛権違憲説で一致するのか？
三つの観点から考える「日本国憲法とは何か？」
私を解放してくれた「日本国憲法」

■II部
安保法制懇の無責任な報告書は訴訟リスクの塊である
政府の憲法解釈を立憲主義の原則から検証する
集団的自衛権に関する７・１閣議決定とは何だったのか？
憲法を燃やす者たちは、いずれ国をも燃やすだろう
解散・総選挙は憲法のルールを遵守しているか？

■III 部　國分功一郎×木村草太
哲学と憲法学で読み解く民主主義と立憲主義──哲学篇
哲学と憲法で読み解く民主主義と立憲主義──憲法学篇
哲学と憲法で読み解く民主主義と立憲主義──対話篇

若き憲法学者が放つ、集団的自衛権・安保法制に対する、
全方位的徹底批判の書！
哲学者・國分功一郎との対話「哲学と憲法学で読み解く
民主主義と立憲主義」も収録！

木村草太・著

（仮）

安全保障法制論議で国
会が９月２７日まで

延長された戦後７０年の
夏に

緊急出版！安保法制は違憲であるだけでなく、
巨額の訴訟リスクの塊である！
いまこそ憲法の原則を見直さなければならない。

（仮）

いずれにしても、
これだけは

憲法学者として断
言しよう。

「個別的自衛権の
範囲を超えた

集団的自衛権の行
使は違憲です」

　　　　　　　　
　　　　　　（本

文より）


